
毎回参加者からアンケートをとっており､各講

義が歪長規の進化研究のなかで､どのような位毘

づけにあるのか理解が困難であるという意見が多

数山された｡それをふまえて､今回は江原が各班

衣の簡qlなオリエンテーションを行った｡

また､参加者の大部分が転回同じ顔ぶれである

ところから､今回は解剖実習 ･骨学実習の代わり

に飼育実習 ･野外観察実習を行った｡アンケート

にも見られるように､好評だったようである｡

学位取得者と翰文題目

理学博士 (課程)(動物学専攻)

広谷 杉 :Sociological study or reindeer

(Rangi/ertarahdus)innortheastehlFinn-

ishLapland.(北東フィンランドにおけるト

ナカイの社会学的研究)1988年11月24日取得.

三谷雅純 :Frugivorousprimatesandtheirrood

resourceintropicalrainforest:adapt8-

tionforoptimalforaging.(熱帯雨林の果

実食性霊長校とその餌資源 :最適採食のため

の適応)1988年11月24日取得.

ソロモン-イリガ (SolomonYirga):Metrical

analysisorthemechanicalrelationships

betweenthehindlimbbonesandthemajor

locomotorpatternsinanthropoidea.(現生

共猿頬の下肢構成諸骨の形態とロコモーショ

ンパターンの問の関連性についての数昆解析

的研究)1989年3月23日取得.

大井 徹 :Socio-ecologicalstudyorwildpig-

tailed macaques (Macaca nemestrina

nemestrina)inwestSumatra,Indonesia.

(インドネシア､西スマ トラにおける野生ブ

タオザルの社会生態学的研究)1989年3月23

日取得.

吉久保fi- ･.Speciesdiscriminationandclassi-

ricationaccordingtotheconcept"Rhesus

macaque"byrhesusmaCaqueS(〟αCαCα

mulalta).(アカゲザルの､｢マカゲザル｣

概念による和の弁別と分頬行動)1989年3月

23日取得.

理学博士 (課程)(歪長巧学専攻)

中川尚史 :FeedingstrategiesofJapanesemon-

keys.(ニホンザルの採食戦略)1989年3月

23日取得.

理学博士 (論文) (正長頬学専攻)

松沢哲郎 :Hierarchyorvisualperceptionina

chimpanzce(Pantroglodytes).(チンパン

ジーの祝知記の階層)1989年1月23日

理学修士 (歪技研学申攻)

井上美穂 .･PaternitydiscriminationofaJapa-

nesemonkeytroopbyDNAfingerprinting.

(DNAの多型を用いたニホンザルの父子判

定).

鈴木亮太 :Molecularphylogenyorthegibbons.

Restrictionmapanalysisofa-globingene

ramily.(α梯グロビン退伝子から見たテナ

ガザル属の系統).

アリ-ガスバールニスマ:Thedietcomposition

orJapanesemonkeysinrelationtotheir

socialstatus.(祉会的地位との関係におけ

るニホンザルの採食戦略).

中村克樹 :Neuronalactivitiesintheamyg-

dalaorrhesusmonkeyduringavisualre-

cognitionandmem?rytask･(視覚性の認
知や記憶に関連したアカゲザル扇桃核ニュー

ロン活動).
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